
2010.7.1質問と話し合いの資料

1　A ｢広域地下水凍動研究｣

◆原子力機構東濃地科学センターウェブ広域地下水流動研究

｢広域地下水涜動研究(リージョナルスケ-ルの成果とローカルスケール

の成果)｣より2010.6.29引用

解析領域とモデル化断層
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主要な岩相の分布
断層･割れ目帯の分布と地質学的性状
離層･割れ目帯の水理特性と連続性
地下水の酸化還元境界･地球化学特性
の深度変化
岩盤a)応力分布

フロック

スケール

数百m2 ,
-数kJl12

岩盤の物音移行特性
頼嗣影響額域の分布

◆ r平成16年度地層処分技術に謝する研究蘭発報告会J資料より



1 ら ｢地質環境の長期安定性についての研究｣

機構が県に提出した資料の一部より

o r地質の長期安定性に関する研究平成20年慶

現地調査について｣

･地形変形(9月-翌年3月にかけて)

瑞浪市､土岐市,多治見市､下呂市､中津川市､

東白川村､白川町(対象地域:灰色の部分)

･活断層に関する調査(9月-翌年3月にかけて)

飛騨市､高山市,東白川村､白川町､恵那市､

郡上市､本巣市

跡津川断層の両側10m程度,阿寺断層および

周辺の断層沿い､根尾谷断層周辺

○平成21年8月28日県受付｢地質の長期安定

性に関する研究(お知らせ) -断層の調査技術

に関する研究･隆起量の調査技術に関する研究｣

･活断層(阿寺断層､跡津川断層､根尾谷断層)

断層周辺の温泉等の水素､ -リウムの観察

I(平成21年8月-平成22年2月頃)

･内陸部におる隆起量の調査技術のため

岐阜県内現食調査範囲(平成20年康)
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県へ提出｢地質環境の長期安定性に関する研究　平成20年度現地

調査について

長良川､木曽川､土岐川の各流域沿いの古河道の堆積物年代測定などから地盤の隆起量

を調べるo

写真.簡易掘削により旧河iaAの確栢物を採取しますo

参考　原子力機構ガ原子力

.安全･保安院の委託を受け

て､干葉県や岩手県で広域

地下水流動調李を計画した｡

2006年11月､遠野市では原

子力機構ガ説明L,なかった

り､説明が不十分として住民

も市長も反対を表明し､調査

ができない状況に陥った.

(資料で､例として示された写真)

o ｢阿寺断層帯における高分解能航空レーザー計掛こついて｣ (平成21年度2月5日付卜

･阿寺断層帯の白川断層､赤河断層を含む17 kJでレーザー計凱断層を含む幅1knの範

囲で-リコプタ-からのレーザーo (平成21年2月上旬予定)



第一段階のボーリンク作業を
しています｡

◆平劇1年11月1相磯構チラシ｢地層を科学する｣
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職 の深場帝研究 a 膏の検iE
節での
切 掛 - 疏 ::;芸 芸芸霊 芝芸芸芸冨≡の開発

首ErJtf ーJA

他鵬 牙シろ三岳丘.8.g:3 W ,fi抗鞄 珠敗訴乱 戯 令,Jコテ̂ r=知十占 取 持モデ′畑地打
好この訂軒まずイクル群構が策定したもので､ 関係襟同と0)協績を用まえて鞭見直していきます.

◆平成12年塵研究開発無塵静価(中間評価)報告香

課題評価r深地層の研究施設における.研究計画｣

一主に超深地層研究所計画策2段謄の計画案について-

(平成12年11月　核燃料サイクル開発機構　研究開発課題評価委員会)
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独立行政法人　E3本原子力研究開発韓櫓

地層処分研究開発部門
トップぺ-ジ　　　　　私1=ちの情報　　　　処分技術の情報　　　　g!究境果情報　　　学較や企業の方々へ　　　　l)ンク

地層処分研究開発部門のホームページをご覧いただきありがと

うございます｡

地層処分研究開発部門は､原子力発電に伴って発生する放射

能の高い廃棄物を潔い地下に安全に埋設するための研究開発を

行なっておりますo

私たちの研究開発は1976年以来30年以上にわたって進めてき

ておL).これ苦でに日本でも地層処分が可能であることを示してき

ました｡その一つとして､旧核燃料サイクル開発機構(襲日本原手

力研究開発機構)が平成1 1年1 1月に取りまとめた報告書におい

て.

･地層処分概念の成立に必要な条件を満たす地質環境がわが国に広く存

在し､特定の地質環境がそのような条件を備えているか否かを評価する方法

が開発された｡

･幅広い地質環境条件に対して人エバリアや処分施設を適切に設計･施エ

する技術が開発された.

･地層処分の長期にわたる安全性を予測的に評価する方法が開発され､そ

れを用いて安全性が確認された｡

･地上の研究施設の着用l=加え､深地層d)研究施設計画を進めることによ

り.事業スケジュールと整合をとりつつ研究開発を展開することが可能な状況

になっている.

以上から.地膚処分を事業段l琴r::重めるための信頼性のある技術基盤が整備されたと緒論付

けられ､高レベル放射性廃棄物の処分のためのr特定放射性廃棄物の最終処分に関する法

執が制定され､地層処分の実施主体であるr原子力発電環境整備機構｣が設立され､処分の

事業段階にrまいりました｡

私たちは.処分事業および安全規制の両者を支える国の地層処分基盤研究開発の一環と

して着実に研究開発を進めております｡現在,北海道塊延町.岐阜県瑞浪市および土岐市､

茨城県東海村において､それぞれ深地層の研究施設や地上の研究施設等で研究開発を進め

ています｡これらの施設では.実際の地下の環境や地上施設では実確の放射性物質を用いた

試験でこれまでの技術を確かめるとともに最新の成果で地層処分が将来にわたって安全に実

施できることを確債をもって示すことができると考えております｡これらの成果につきましては､

従来の製本された成果物に代わり､ウェブサイト上に取りまとめた報告書rcooIRep｣と.様々な

知識やデ-タを容易r=見る辛ができる知識マネジメントシステムを構築し公開しておりますD

r見たいものをすぐに見る｣ことができる最新のシステムです｡私たちの研究成果は皆様に公隔

するとともに研究施設もご見学いただけるようL=見学会を簸けております｡皆様からのご意見

を反映させながら安全かつ着実に研究開発を進めてまいります｡

皆様のご振替､.=支援を賜りますようよろしくお腰いいたします.

地層処分研究開発部門長　石川　樽久

1事業団は､研究所について､放射性廃棄物を持ち込むことや使用することは
一切しないし,将来においても放射性廃棄物の処分場とはしない｡

柑95年12月28日｢東濃地科学センターにおける地層科学研究に係る協定書｣

http://ww.jae乱gO･jp/04/tisou/topp喝e/bumoncho. html ･ 201 0/06/30


